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ワインリリース情報

2021年、余市ブドウは豊作でした。まもなくリリース

されるエコビレッジのスパークリングワインもグレート

ヴィンテージと呼ばれるのではと期待しています。

ブドウの出来がよかったのは、まずお天道様に感謝すべ

きですが、技術が向上してきたことも誇ってよいはず。

エコビレッジのワインブドウは子どもから外国人までい

ろいろな人がボランティアで関わるのが特徴で「たくさ

んの笑顔が詰まったワイン」が売りです。さらに、最近

ビンヤードクラブのメンバーが定期的に通って農家の指

導を受けながら丁寧に手入れをするようになってから、

年々、樹も収穫物もよくなってきました。

ブドウ栽培に興味ある人、

ワインに目がない方、今年

こそはメンバーになってワ

インづくりに参加しません

か？

1500 円（会員価格）

2500 円（非会員価格）

＊発送は 5 本から

承ります。（送料別）

新しい年がスタートしました。

昨年は暗いニュースが多かった印象ですが、苦難の時も

寄り添って、前向きに知恵を出し合う仲間たちに助けら

れました。「とうとう 10 年到達キャンペーン」では多

くのみなさんにご協力いただき、改めて心から感謝申し

上げます。

コロナ禍に伴う様々な不自由はまだ続きそうですが、私

たちが強いられた暮らしの変化は、むしろ社会の在り方

を変えることが可能であるという示唆だとも言えるでし

ょう。パンデミックもパラダイムシフトの好機ととらえ

て、積極的に新しいことに挑戦していきますので、どう

か変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。

新年のご挨拶

2021年

北海道ワインのヌーヴェル

ヴァーグ研究室合宿

ブドウ収穫ハイシーズンの 10 月半ば、北海道大学の大

学院生たちの合宿研修を受け入れました。

余市在住の外国人を招いて、国際的な視点と地域の視点

から一次産業と環境のつながり、都市と農村のつながり

についてディスカッションしました。流通の疑問、担い

手問題など、農業のポテンシャルと問題点が出され、さ

らに海の資源やプラスティック汚染など課題解決に向け

ても意見交換をしました。私たちも若者や外国人の新し

い視点から学ぶことができました。

ランチはゲストのメナカさん

（スリランカ出身）に指導して

もらった本格スリランカカレー。

美味しい文化交流に加え、お肉

を作った北島農園さんら地域の

生産者と交流したことも貴重な

体験でした。

余市の発展を支えたリンゴ。

エコビレッジでは、その中でも歴史的な物語を持つ「緋

の衣」という品種のリンゴについて学習と保全の取り組

みを重ねています。2019 年に接ぎ木した緋の衣が 3 年

目で初めて真っ赤な実をつけたので、さっそくプロの料

理人やパティシェに使っていただきました。生食では新

しい品種に劣ると言われる「緋の衣」ですが、食のプロ

の腕を借り、ストーリーを発信することで食べ継いでい

こうとしています。

1 月 19 日には、接ぎ木

で協力してくれた農家さ

んや製菓指導をしてくれ

た森伸司さんらを招いて

「リンゴセミナー」を開

催予定です。

緋の衣を食べ継ぐプロジェクト

進捗報告


